
トラジオール誘導体を加えることにより第二免疫反応が開始される。再び37℃、10分間反応させた後、未反応の成分をB

／F分離により洗浄除去し、酵素基質であ

る4－メチルウンベリフェリルりん酸（4MUP）を分注

後、経時的に蛍光強度を測定し単位時間あたりの4－メ

チルウンベリフェロン（4MU）の生成量を測定する

（図１）。基質の蛍光強度は固定化された酵素量に依存

し、さらにエストラジオール抗原量に反比例する。

したがって、あらかじめ既知濃度のエストラジオー

に産生される

1,2）。エストラジオールの産生・分泌は

卵厭5,6）。一方、更年期においては、卵巣機能の低下もしくは

エストラジオールの低下は筋骨格系

7）や心血管系8）な

どの老化を促し、生活習慣病や骨粗しょう症の発症に











どのエストロゲンに対する交叉反応性がEテスト
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